


  



所属： 佐世保工業高等専門学校 機械工学科

研究タイトル： 

流体現象の数値解析と実験による検証 
氏名： 中島賢治／Kenji Nakashima E-mail： nakash@sasebo.ac.jp 

職名： 教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本機械学会 

キーワード： 流体，混相流，数値解析 

技術相談 

提供可能技術： 

・流体の数値解析

・粉体の操作

・その他流体力学に関する諸問題

研究内容： 

当研究室は、水と空気に関する現象について、企業や大学等と共同研究しています。現在の研究テーマは、 

１．iPS 細胞量産化のためのマイクロ流路による DNA 導入プロセスの数値解析（豊橋技科大） 

２．非対称流体軸受けのための高速ロータリージョイントの設計開発（豊橋技科大） 

３．慣性センサによるラグビー選手の運動計測（秋田大学） 

を行っています。また、本科 4 年生と５年生の機械工学実験においては、水と空気に関する基礎的な流体力学について

講義するため、以下の実験装置を保有しています。 

水力学実験装置（左：同計器 中央：同水槽および三角堰流量計 右：フランシス水車とペルトン水車発電機） 

空気力学実験装置（左：同遠心送風機 中央：小型風洞 右：コンプレッサー） 

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

水力学実験装置 東京ﾒｰﾀ株式会社 型式：PC-WTS-P 空気機械実験装置 東京ﾒｰﾀ株式会社 型式：PC-BTP-240GTFA 

小型風洞実験装置 東京ﾒｰﾀ株式会社 型式：WDT-75-200 
レ イ ノ ル ズ 乱 流 層 流 実 験 装 置  東 京 ﾒ ｰ ﾀ 株 式 会 社  型 式 ：

RNM-15-900A 

エアーコンプレッサー 日立製作所 型式不明





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 佐世保工業高等専門学校 機械工学科 

研究タイトル： 

各種曲線形手すりの開発 

 

氏名：  福田 孝之／FUKUDA Takayuki E-mail： t-fukuda@sasebo.ac.jp 

職名： 特命教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 機械学会、工学教育協会、日本福祉工学会 

キーワード： 手すり、階段、トイレ、動作補助、ユニバーサルデザイン 

技術相談 

提供可能技術： 

・動作補助関係の福祉機器 

・人間の動作時の各種荷重計測評価 

 

 

研究内容： 階段やトイレに用いる曲線形手すりの開発 

  

階段やトイレには通常、歩行・動作補助のために手すりが設置されるが、従来の手すり形状は、多くが直線形であ

る。本研究は、ユニバーサルデザインの観点から、誰もがより使いやすい手すり形状を開発するもので、トイレ用に図１

に示す円形手すりを、また、階段用には図２に示すらせん形手すりを開発し、その有用性を明らかにしている。曲線形

手すりは、直線形に比べて握りやすく、使いやすい形状で、また視覚的にも良好となる場合がある。 

トイレ用の円形手すりは両手で持ち、下方向に力をかけやすく、特に立ち上がり動作には有効である。また、トイレに

設置する手すりとしてデザイン性もあって、動作補助手すり設置に対する違和感を低減する効果がある。 

一方らせん形手すりは、コイルばねのようならせん棒を軸方向に引き延ばした形状で、図３に設置図を示す。従来の

手すりは階段側面に平行な面内の角度変化のため、手すりを握った時の手首の角度は制限を受け、必ずしも自然に握

りやすい状態とは言えない。それに対してらせん形手すりは三次元的に握り角度が変化するため、使用者が好みのつ

かみを選択でき、自然な手すりの握りを実現できる。また、大きな握力を要せずに体を支えやすい水平部と、昇段時に

引きやすい鉛直部もあって、より快適に階段を昇降することが可能である。 また、らせん形手すりは、トイレ用の手すり

としても有効と考えられ、より有効な設置条件とその形状を検討中である。今後、さらに利便性の高い、曲線形の各種

手すりの開発が期待される。なお、らせん手すりは特許を取得している。 

 「特許番号： 5294350、 発明の名称： 手すり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

     図１ トイレ用円形手すり           図２ らせん形手すり         図３ 階段用らせん形手すり図 

 

 

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

階段昇降実験装置一式  

トイレ用手すり実験装置一式  

  

  

  



研究内容： 燃料電池システムで使用される金属の強度特性に及ぼす水素の影響 

 

所属： 佐世保工業高等専門学校　機械工学科 

氏名：   西口 廣志 ／ NISHIGUCHI HIiroshi E-mail： hiroshin@sasebo.ac.jp 

職名： 講師 学位： 博士(工学) 

所属学会・協会： 日本機械学会 

キーワード： 水素ぜい化，引張特性，疲労特性，破壊解析 

技術相談 

提供可能技術： 

・引張試験，衝撃試験，曲げ試験，疲労試験

・組織観察

・破面観察

・熱処理

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 

小野式回転曲げ疲れ試験器（島津） 万能材料実験機（島津） 

硬さ試験機（東京衡機） オートグラフ引張試験機(島津)

ねじり試験機（東京衡機） シャルピー衝撃試験機

油圧式引張圧縮疲労試験機 油圧式手動埋込機（三啓） 

曲げねじり疲れ試験機（島津） X 線回折装置 

ねじり予ひずみ量と水素昇温プロファ

イルの関係. pre は試験片表面部の相

当予ひずみ量．予ひずみ量が多くなる

ほど，侵入水素量が多いことを示す．

図 1 引張破断試験片の破壊様相．上はねじり予ひず

み材の未チャージ試験片．下はねじり予ひずみ

材の水素チャージ試験片．pre は試験片表面部の

相当予ひずみ量．予ひずみ量によって，水素が

破壊に及ぼす影響が異なる． 

図 2

近年，エネルギー・環境問題を背景に，水素エネルギーを利用した燃料電池システムの構築が期待さ

れています．燃料電池自動車の水素タンクや，各家庭に水素を供給するガスパイプラインなど，燃料電

池システムで使用される金属材料は，高圧水素ガス環境下にさらされます．その際，水素が金属材料中

に侵入し，強度特性に影響を及ぼすことが指摘されております．本研究では，水素が金属の強度特性に

及ぼす影響を調べるために，あらかじめ金属材料に水素を侵入させて強度試験をすることで，水素の影

響を調査し，そこで得られたデータをもとに，メカニズムの解明や水素社会で役に立つ設計指の提案な

どを目指して研究しております． 

研究タイトル： 燃料電池システムで使用される金属の
　強度特性に及ぼす水素の影響 

user
テキストボックス
准教授



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 佐世保工業高等専門学校 機械工学科 

研究タイトル： 

ソフト溶液プロセスによる薄膜形成/電解研磨 

 

氏名：  
西山 健太朗 ／ 

NISHIYAMA  Kentaro 
E-mail： k-nishiy@sasebo.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 機械学会，表面技術協会 

キーワード： 電析，電気めっき，金属酸化物薄膜の電気化学的形成，電解研磨 

技術相談 

提供可能技術： 

・水溶液電解析出法（金属めっき） 

・水溶液電解析出法（酸化物半導体製膜） 

・電解研磨 

研究内容：  

鉄合金めっき 

本研究では，水溶液電解析出法によりマルテンサイト構造とそれに伴う高硬度を有する Fe-Ni-C-N 合金めっき製膜

を行い，合金元素および添加元素が鉄合金めっきの機械的および電気化学的特性に与える影響を調査するとともに，

新奇な固溶強化・分散強化複合型の高硬度鉄合金めっきの有用性を実証することを目的とする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸化スズ薄膜の電解析出 

過去の研究において，アルカリ性に弱い酸化物基板に酸化スズを製膜可能な水溶液電解析手法を開発した．本研

究では，くえん酸を使用して一時的にスズ-くえん酸の金属錯体を作ることによって，溶液が安定化し，様々な条件での

製膜を可能とすることで，手法をより簡便に，高品質な酸化スズを作製することを目的とする． 

酸化スズは化学的・光学的・機械的に優れた特性を持つため様々な用途に用いられている材料である．例えば太陽

電池，ガスセンサ，リチウムイオン電池またはスーパーキャパシタなどである．中でも太陽電池の分野において，色素

増感型太陽電池やぺロブスカイト太陽電池の透明電極としてフッ素をドープした酸化スズ(F-doped Tin Oxide，FTO)薄

膜がよく使用されている．酸化スズは資源的に豊富，非毒性，化学的安定性さらに高い導電性といった特徴がある．こ

のように酸化スズは太陽電池などの再生可能エネルギー産業などに深く関わりを持つ材料であることがわかる．この酸

化スズを安価に簡便に作製することが可能となれば，再生可能エネルギーデバイス・省エネルギーデバイスのどちらに

おいても高品質化，生産コストの低下が見込め，大きな利益をもたらすことが想像に難くない． 

 

電解研磨 

  機械加工の難しい部材に対する電解研磨に関する研究を企業と共同で行っている． 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

PC 制御ポテンシオ/ガルバノスタット・HSV-１１０（北斗電工） ポテンシオスタット・HA-151B（北斗電工） 

ポータブル pH 測定機・D-71S（HORIBA）  

表面粗さ測定機・SJ210（ミツトヨ）  

  

  



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 佐世保工業高等専門学校 機械工学科 

研究タイトル： 

混相流における基礎・応用研究 

 

氏名：  松山史憲／MATSUYAMA Fuminori E-mail： matuyama@sasebo.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学） 

所属学会・協会： 日本機械学会，日本混相流学会 

キーワード： 混相流，マイクロバブル 

技術相談 

提供可能技術： 

・マイクロバブルを用いた水処理の検討 

・気液二相流に関する実験・解析 

・その他混相流に関する諸問題 

 

研究内容：  

・マイクロバブルを用いた水処理 

マイクロバブルの特徴としては、単位体積あたりの界面積が大きいこと、上昇速度が遅く長い間水液中に滞在し続け

ること、水中での摩擦発生により電気的に帯電をしていること、そして界面張力による内圧の上昇による液相への溶存

特性が良いことなどが挙げられる。このような通常ミリサイズの気泡にはない特徴を活かして、現在では幅広い分野で

の応用が考えられている。本研究室では、水質改善を目的として，液体中のマイクロバブルにパルス高電圧を印加す

ることで気液界面放電を行うことで水を浄化する研究（図１，図 2）や閉鎖水域においてマイクロバブルを供給しながら水

域を対流させる噴流発生装置の研究を行っている。 

 

・細管内二相流の流動様式に関する研究（図 3） 

 近年，CPU 等の各種電子機器の小型化による熱交換器の小型化，高能率化，マイクロリアクタなど化学反応装置の

開発に伴い，微細流路内の気液二相流の流れに注目が集まっている．また、内部を流れる作動流体として、様々な冷

媒が使われている。サブミリ・マイクロスケールの流路内における二相流の流れについては、解明されていないことが

多く、作動流体の物性値が異なれば，その流動様式も異なってくる。本研究室では、気・液二相流，及び液・液（油）二

相流について，流路形状や物性値の違いが二相流の流動特性（流動様式・ボイド率・圧力損失等）に及ぼす影響を調

査している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 図 1 マイクロバブルへのパルス放電の様子    図 2 脱色（酸化分解）試験    図 3 細管内気液二相流の様子 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

ガソリンエンジン性能試験装置（メガケム） 蛍光式溶存酸素計（HACH） 

フーリエ変換赤外分光光度計 FT/IR4600（日本分光）  

  

  

  

1 mm 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 佐世保工業高等専門学校 機械工学科 

研究タイトル： 

き裂進展を利用した脆性材料の割断加工 
 

氏名：  久保田慎一／ KUBOTA Shinichi E-mail： kubota@sasebo.ac.jp 

職名： 助教 学位： 修士（工学） 

所属学会・協会： 日本機械学会 

キーワード： 脆性材料，熱応力加工，レーザ加工 

技術相談 

提供可能技術： 

・脆性材料の熱応力加工 

・AI、IoT、マイコン活用 

 

 

研究内容： き裂進展を利用した脆性材料の割断加工における内部損傷抑制手法の研究 

【研究目的】 

本研究では，「レーザー熱源後方の縦クラックと横クラックの２つの破壊モードそれぞれの発現メカニズム」について

究明するにあたり，対象の材質により熱応力の分布が大きく異なることから，移動点熱源に追従するき裂先端において

ポアソン比の違いによる応力拡大係数の特性を数値シミュレーションにより求め，関係性を明らかにします． 

まずはガラスを用いた再現実験を実施し，２つの破壊モードの出現と解析により求める応力場について検証を行い，

破壊モードの選択方法および一方を抑制する方法について「局所的な温度制御」や「外力による拘束」などいくつかの

試行を実施し，内部損傷の抑制手法の設計試作を目指します． 

 本研究では熱応力割断を用いますが，他のレーザーを用いる加工方法においても照射箇所近傍でのマイクロクラック

の発生は品質に直結する課題であり，マイクロクラックなどの内部損傷に対する抑制手法の開発は広く貢献できるもの

と考えています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 佐世保工業高等専門学校 機械工学科 

研究タイトル： 

育児支援プロダクトの創出に関する研究 

 

氏名：  種子田 昌樹 ／ TANEDA Masaki E-mail： taned@sasebo.ac.jp 

職名： 助教 学位： 修士(デザインストラテジー) 

所属学会・協会：  

キーワード： 設計工学, インダストリアルデザイン 

技術相談 

提供可能技術： 

・インダストリアルデザイン 

 

 

 

研究内容：  

ヒトは進化の過程で集団による子育てによって種を保存してきた。しかしながら、核家族化など複雑化した現代社会に

おいて、ヒト本来の子育てができなくなってきた。この状況を打開すべく、日本政府は令和 5 年 4 月に「こども基本法」の

施行と「こども家庭庁」の発足をし、社会的・人的支援による子育て当事者への育児負担の軽減を目指している。しかし

ながら、人材確保や人材育成などを考慮すると社会実装には時間がかかり、即効性があるとは言えない。したがって、

比較的社会実装しやすい、人の子育てをサポートするプロダクト（育児用品）に関する研究を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

なし  

  

  

  

  



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 佐世保工業高等専門学校 機械工学科 

研究タイトル： 

機械製図授業にて使用する教材の研究 

 

氏名：  石橋 真／ Shin Ishibashi  E-mail： isibasi@sasebo.ac.jp 

職名： 特任助教 学位： 工学修士 

所属学会・協会：  

キーワード： 機械設計・製図 

技術相談 

提供可能技術： 

・アクチュエ－タ設計 （ハード・ディスク・ドライブ ）  

 

 

 

研究内容：  

 

・機械製図授業にて使用する教材の研究。（研究 非公開） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

なし  

  

  

  

  


	
	空白ページ




